
高収益作物次期作支援交付金申請に係る申告書
【総括表】

以上の申告内容について、相違ないことを誓約します。（令和２年 月 日）

また、申告内容に虚偽があると判断された場合は、交付金を返還すること又は交付されな

いことに異存ありません。

【住所（所在地）】

.

【氏 名】（自署）

（法人の場合：法人名と代表者名) .

✔いずれかに
チェック

【事業実施主体名】 【代表者名】

殿

新型コロナウイルス感染症の影響により、対象期間に出荷実績のある又は廃棄等に
より出荷できなかった品目のうち、売上げが前年と比べて減少した品目があるので、
実施要綱第４の２の（１）について、以下の交付申請金額のとおり申請します。

売上げが前年と比べて減少した品目がないので、実施要綱第４の２の（１）に係る
高収益作物次期作支援交付金の申請を取り下げます。

※1 様式戊がある場合は様式戊から、様式戊がない
場合は様式甲、乙又は丙から、「ア」、「イ」、
「ウ」のうち最も低い額（交付申請金額）を転記

減収率
％

減収率

※2

※3 様式丁から交付申請金額「Ｂ」を転記

交付申請
金額 円

※3

次期作の支援（要綱第４の２の(1)）の
取組の申請額

交付申請
金額 円

※1

厳選出荷の支援（要綱第４の２の(3)）の
取組の申請額

※2 様式戊がある場合は様式戊から、様式戊
がない場合は様式甲、乙又は丙から、減収
率「Ｄ」を転記

(別添１)



対象期間に出荷し又は廃
棄し売上げが減少した品

目名 ①
合計

①の品目の作付面積
（平地）

①の品目の作付面積
（中山間地）

様式甲

× ＝ 円

アール

＝

a
アール

平地

中山間地 ×

５万円

/10a

5.5万円

/10a

E

E’

aa
アールアールアール アール

E（※）

a
アールアールアール アール

E’

１．減収額

２．売上げが減少した品目の作付面積に対応する金額

a

a

a

a

a
①の品目の作付面積に

対応する金額
F

Ｆ’

※作付面積の合計欄は1a単位。1a未満は切り捨て。

高収益作物次期作支援交付金申請に係る申告書

要綱第４の２の（１）の支援のうち
【５万円（5.5万円）/10a】に取り組む申請者用

対象期間に出荷し又は廃
棄し売上げが減少した品

目名 ①
合計

①の品目の前年作
の売上額

①の品目の今年作
の売上額

①の品目の減収額

減収率
※ 様式乙又は丙も提出す
る場合はこちらに記入せ
ず、様式戊を記入

円

C（Ａ－Ｂ）

（C÷A×100）(※)

％

円

B

円

A

円

C A

÷ ×100

ア

✔ ア、イ、ウのうち最も低い額（＝交付申請金額）にチェック

い

い

ろ

ろ

は

は

円

G (F＋F’)

円

イ

ウ

D

Hに ほ へ次期作の高収
益作物品目名

３．次期作に取り組む面積に対応した５万円（5.5万円）/10aの交付申請金額の合計

交付申請金額は、対象期間に出荷し又は廃棄し売上が減少した品目の「１．減収額」、「２．売
上げが減少した品目の作付面積に対応する金額」又は「３．次期作に取り組む面積に対応した
５万円（5.5万円）/10aの交付申請金額の合計」のうち最も低い額となります。

※売上額及び減収額の合計欄は100円未満切り捨て。減収率は小数点以下切り捨て。

円

a

. . .

円

円

円

円

円

円

円



様式乙
要綱第４の２の（１）の支援のうち

【80万円/10a】に取り組む申請者用

交付申請金額は、対象期間に出荷し又は廃棄し売上が減少した品目の「１．減収額」、「２．売
上げが減少した品目の作付面積に対応する金額」又は「３．次期作に取り組む面積に対応した
80万円/10aの交付申請金額の合計」のうち最も低い額となります。

対象期間に出荷し又は廃
棄し売上げが減少した品

目名 ①
合計

①の品目の作付面積

①の品目の作付面積に
対応する金額 × ＝a

アール 80万円/10a

E

aa
アールアールアール アール

E（※）

１．減収額

２．売上げが減少した品目の作付面積に対応する金額

a a
F

※作付面積の合計欄は0.1a単位。0.1a未満は切り捨て。

対象期間に出荷し（又は廃
棄し）売上げが減少した品

目名 ①
合計

①の品目の前年作
の売上額

①の品目の今年作
の売上額

①の品目の減収額

減収率
※ 様式甲又は丙も提出す
る場合はこちらに記入せ
ず、様式戊を記入

円
（C÷A×100）(※)

％

円

B

円

A

円

C A

÷ ×100

ア

✔ ア、イ、ウのうち最も低い額（＝交付申請金額）にチェック

い

い

ろ

ろ

は

は

円

イ

ウ

D

Gに ほ へ次期作の高収
益作物品目名

※売上額及び減収額の合計欄は100円未満切り捨て。減収率は小数点以下切り捨て。

円

. . .

円

円

円

円

円

円

. . . .

.
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３．次期作に取り組む面積に対応した80万円/10aの交付申請金額の合計

C（Ａ－Ｂ）



様式丙
要綱第４の２の（１）の支援のうち

【25万円/10a】に取り組む申請者用

交付申請金額は、対象期間に出荷し又は廃棄し売上が減少した品目の「１．減収額」、「２．売
上げが減少した品目の作付面積に対応する金額」又は「３．次期作に取り組む面積に対応した
25万円/10aの交付申請金額の合計」のうち最も低い額となります。

対象期間に出荷し又は廃
棄し売上げが減少した品

目名 ①
合計

①の品目の作付面積

①の品目の作付面積に
対応する金額 × ＝a

アール 25万円/10a

E

aa
アールアールアール アール

E（※）

１．減収額

２．売上げが減少した品目の作付面積に対応する金額

a a
F

※作付面積の合計欄は0.1a単位。0.1a未満は切り捨て。

対象期間に出荷し又は廃
棄し売上げが減少した品

目名 ①
合計

①の品目の前年作
の売上額

①の品目の今年作
の売上額

①の品目の減収額

減収率
※ 様式甲又は乙も提出す
る場合はこちらに記入せ
ず、様式戊を記入

円
（C÷A×100）(※)

％

円

B

円

A

円

C A

÷ ×100

ア

✔ ア、イ、ウのうち最も低い額（＝交付申請金額）にチェック

い

い

ろ

ろ

は

は

円

イ

ウ

D

Gに ほ へ次期作の高収
益作物品目名

※売上額及び減収額の合計欄は100円未満切り捨て。減収率は小数点以下切り捨て。

円

. . .

円

円

円

円

円

円

. . . .

.

高収益作物次期作支援交付金申請に係る申告書

３．次期作に取り組む面積に対応した25万円/10aの交付申請金額の合計

C（Ａ－Ｂ）



様式丁

要綱第４の２の（３） 厳選出荷【2,200円/人・日】
に取り組む申請者用

作業従事者名 実際の作業従事日数 最大日数

90日

90日

90日

90日

90日

90日

90日

90日

90日

90日

合計

１．厳選出荷作業従事日数及び交付申請金額の確認

× ＝人・日 2,200円
A

円
B

交付申請金額

A （※）

交付申請金額は、厳選出荷の対象日数を作業従事者１人につき、90日以下として算定
した額となります。

人・日

※各作業従事者の「実際の作業従事日数」と「最大日数」のうちチェック✔した日数の合計。

✔ 「実際の作業従事日数」と「最大日数」
のうち小さい日数にチェック

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

高収益作物次期作支援交付金申請に係る申告書



円 円 円

次期作の支援（要綱第４の２の(1)）の取組の交付申請金額

様式甲のＣを転記 様式乙のＣを転記 様式丙のＣを転記

＋ ＋ ＝

１．減収額及び減収率

円 円 円
様式甲のＧを転記 様式乙のＦを転記 様式丙のＦを転記

＋ ＋ ＝

２ ．売上げが減少した品目の作付面積に対応する金額

円 円 円＋ ＋ ＝

円円 円 円

様式甲のＡを転記 様式乙のＡを転記

＋ ＋ ＝

様式丙のＡを転記

Ａ’
減収率 Ｄ

（C’÷Ａ’×100）

減収額 C’

様式戊

様式甲、乙又は丙のいずれか２つ以上を提出する申請者用

円

円

円

ア

イ

ウ

％

※売上額及び減収額の合計欄は100円未満切り捨て。減収率は小数点以下切り捨て。

✔ ア、イ、ウのうち最も低い額（＝交付申請金額）にチェック

様式甲のＨを転記 様式乙のＧを転記 様式丙のＧを転記

Ｇ’

Ｈ’

高収益作物次期作支援交付金申請に係る申告書

３．次期作に取り組む面積に対応した５万円、80万円、25万円/10aの交付申請金額の合計


